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２．トップメッセージ 

 

はじめに、先の東日本大震災により尊い命を亡くされた方々に謹んで追悼の意を表し

ますとともに、甚大な被害を受けられたすべての方々に対し心よりお見舞いを申し上げ

ます。一日も早い原子力発電所の事故の終息・沈静化と被災地の復興を祈念致します。 

このたび平成２３年４月１日より九州大学病院別府先進医療センターから九州大学

病院別府病院へと病院の名称を変更いたしました。診療内容は従来の内科・外科・放射

線科に加えて、新たに整形外科（脊椎外科）を開設いたしました。患者さまには恵まれ

た環境を活かしながら優しく“あたたかい医療”をめざして職員一同頑張りたいと思い

ます。 

当院は九州大学温泉治療学研究所の診療部門として昭和６年に発足してから平成２

３年で８０周年を迎えました。その間、温泉治療学研究所附属病院、生体防御医学研究

所附属病院、九州大学病院別府先進医療センターとして皆様には大変お世話になりまし

た。今後は病院の整備と医療技術の向上に努め、従来からの先端的医療に加えてより地

域医療に密着した医療を提供したいと思います。 

さて、地球的規模で深刻な問題となっております地球温暖化解決のため、温室効果ガ

ス削減を目指しています。今や全世界での環境保全は、人類全体で取り組む喫緊の課題

であり、本院も率先して取り組む使命をおびていると考えています。 

 そのため、省エネルギーの推進、省資源化の推進、医療廃棄物及び一般廃棄物の適

正管理及びゴミの分別・減量化等々に努めるとともに、全職員挙げて環境に対する問題

意識を持ち、研究・診療等の諸活動の中でも環境問題に配慮した活動を心がけ、地域、

ひいては地球に貢献してまいります。 

 

 

 

九州大学病院別府病院長 

牧 野 直 樹 
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３． 九州大学病院別府病院概要 

 

名 称   九州大学病院別府病院 

 

理 念   患者さんに満足され、医療人も満足する医療の提供ができる病院を目指し

ます 

基本方針  ◇地域医療との連携及び地域医療への貢献の推進 

      ◇プライマリ・ケア診療の充実 

      ◇全人的医療が可能な医療人の養成 

◇専門医療の高度化を目指した医学研究の推進 

◇国際化の推進 

◇生活の質が向上できる医療の提供 

 

所在地   〒８７４－０８３８ 大分県別府市大字鶴見字鶴見原４５４６ 

      TEL ０９７７－２７－１６００（代表） 

      FAX ０９７７－２７－１６０５ 

      URL http://www.beppu.hosp.kyushu-u.ac.jp/  

 

病床数   一般１４０床 

 

病院機能評価認定 

      九州大学病院別府病院は、第三者評価認定として財団法人日本医療機能評

価機構による病院機能評価 Ver.5.0 を平成１９年１０月に受審し、平成

２０年２月１８日付で認定されました。 

 

沿 革 

設   立 １９３１年（昭和６年） １０月 温泉治療学研究所附属病院 

改組・統合 １９８２年（昭和５７年） ４月 生体防御医学研究所附属病院 

統   合 ２００３年（平成１５年）１０月 九州大学病院別府先進医療センター 

統   合 ２０１１年（平成２３年） ４月 九州大学病院別府病院 
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別府病院の組織図 

 

 

 

構成員（平成２３年４月現在） 

教員      １８人 

医員・研修医   ９人 

医療技術職員  １９人 

薬剤職員     ５人 

看護職員    ５５人 

事務職員    １７人 

合 計    １２３人 
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４．環境安全教育 

 

平成２３年４月に、転任者及び新規採用者に「新採用者合同オリエンテーション」

等に基づき、医師・看護師・職員が講師となり次のような安全教育を実施しました。 

 

【講義内容】 

１． 病院概要 

２． 病院の組織と運営について 

３． 就業規則について 

４． 個人情報保護について 

５． 医療情報とセキュリティ 

６． 防災について 

７． 診療情報管理について 

８． 診療報酬の請求について 

９． 薬剤とオーダーの運用について 

１０． 心肺蘇生法ついて 

１１． 医療安全について 

１２． 栄養管理について 

         １３． 感染防止について 

         １４． 職場の労働安全衛生について 
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６． 環 境 月 間 

 

別府病院ではエネルギー使用量の削減の一環として電気量の削減を目的に、夏期の期

間において病院内等の節電パトロールを行っています。 

 

期  間：平成２３年７月～９月 

場  所：病院本館、理療棟、研究棟 

回  数：月１回（抜き打ち） 

人  数：事務職員で構成し、３班にて実施 

実施方法：診療及び研究を除く部屋毎に「節電チェックシート」にて節電の取り組み状

況を確認する 
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７． 環 境 活 動 

 

（１） 職員による清掃活動 

病院内では、環境美化を目的として勤務時間以降に不定期ではありますが、職員（医

師・技師・看護師・事務職員）による清掃活動（草取り）など、外来診療棟前ロータリ

ーから正門周辺草取り、構内道路の落ち葉やゴミ拾いなど、環境美化のための活動を行

い、梅雨前には建物の屋上戸井廻りに溜まっているゴミ等の清掃を行っています。 

 

 

 

     

構内清掃                 構内清掃 

 

 

     

       建物屋上清掃             建物屋上清掃 
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平成２２年度のエネルギー使用の評価と平成２３年度の目標 

 

 表４で表しているとおり都市ガスの使用量増加の要因は、重油炊き炉筒煙管式ボイラ

ー（４ｔ）×２基を重油炊き貫流ボイラー（１ｔ）×２基、ガス炊き貫流ボイラー（１

ｔ）×２基に更新したための増加です。 

 都市ガス（天然ガス）は重油に比べ温暖化の要因である CO2 の排出量が少ないため、

環境への負荷の低減を行えます。 

 また、平成２２年度では病院内主要な機械室の蒸気ヘッダーにバルブジャケットの取

付を行うことにより、省エネルギー及び CO2 の削減を行っています。 

 平成２３年度においても、引き続き効率の良いエネルギー使用を行い、前年度比１％

の CO２削減を目指していきます。 

 

 

 

バルブジャケット取付前            バルブジャケット取付後 
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９．環 境 安 全 

別府病院では、医療廃棄物（感染性・非感染性）及び一般廃棄物（可燃・不燃）を分

別して集荷しています。医療用廃棄物については、その取り扱いについて注意する必要

があります。医療で使用した針はさらに個別の専用容器にいれて廃棄しています。 
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